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沿岸域環境保全専門部会の概要

漁業漁場新技術研究会

アルファ水工コンサルタンツ、岡部、海中景観研究所、海洋土木、木曽
興業、三省水工、三洋テクノマリン、東京久栄、中山製鋼所、日建工学、
日鉄神鋼建材、日本リーフ、不動テトラ、三井共同建設コンサルタント、
ライトンコスモ 以上15社

人工魚礁メーカー、消波ブロック会社、商社、コンサルタント等

沿岸域の環境悪化に関する対策等を研究

【参画企業】

【活動概要】



水産基本計画におけるカーボンニュートラル
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出典；新たな水産基本計画（令和4年3月25日閣議決定）



・ハード対策やソフトとの連携に関する課題への
対応にあたり、水産土木技術者が疑問に思う事項

水産土木技術者のための
藻場の回復方法Q＆A
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漁港漁場新技術研究会HPよりダウンロード
2024 年4 月に新技術研究会のホームページで公開
2026年1月末で182件ダウンロード

ダウンロードした読者の所属

【課題】
・海水温上昇に対応する内容がない
・藻場造成型漁港施設に関する説明がない
・ブルーカーボンに関する記載が無い



Q：ウニの食害対策として、どのような方法（ハード対策）があるのか？

ハード対策として、ウニが活動し難くなる大きな流速が発生する水深帯にブロック
等を設置することが重要です。・・・・・（中略）・・・・ブロックの天端水深を天
然岩礁上の海藻が分布する水深より浅くすればウニが侵入し難くなります。
ウニは基本的に砂質土上の移動を嫌います。・・・（中略）・・・砂地と岩礁が隣
接する場所を選定し、岩礁域にタネを供給させるように配置することが重要です。な
お、ブロック等の設置間隔が狭いと、ウニ除去作業の効率が低下します。・・・

【旧版】

背の高いブロック

砂質土上のブロック5



本書の構成
第1章 計画・生態学的配慮・高水温対策
第2章 ハード施設の設計・藻場造成型漁港施設
第3章 食害対策（生物学的・物理的対策）
第4章 施工管理
第5章 種苗供給・維持管理・ソフト対策
第6章 組織体制・予算・モニタリング
第7章 ブルーカーボンと生態系価値

改訂版 水産土木技術者のための
藻場の回復方法Q＆A

全体で60以上のQ&A

頁数 50ページ以上
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全体で40のQ&A

頁数 22ページ

改良版既往版
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 気候変動（高水温）によって藻場構成種が変化した場合、どのような適応策や
維持管理が必要か？

 高水温や植食動物の食害等で海藻が枯れてしまう。
 高水温耐性を持つ品種改良や選抜育種は可能か？

 藻場造成型漁港施設はどのような構造物か？
 既存の防波堤、護岸や離岸堤、人工リーフを利用した防災のための構造物で藻
場造成は可能か？

 既存の漁港施設を利用して藻場造成型の施設にする場合の利点と課題は何か？
 防波堤で腹付工を検討する際、背後の捨石マウンドを嵩上げして藻場機能を付
加する際に留意する事項は何か？

 食害防止ネットが付着生物で目詰まりした場合、除去費用を国の補助で対応で
きるか？

 藻場造成工事後の維持管理を持続可能にするための制度・予算はあるのか？

 ブルーカーボン生態系とは何か？
 ブルーカーボンクイレジットとは何か？
 公共事業で施工された漁場施設において、藻場の維持活動を実施する場合に、
ブルーカーボンクレジットに申請可能か？

改訂版で追加した質問の一部

水温上昇

藻場造成型防波堤

ブルーカーボン
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改訂版Q&Aの公開について

 原稿はほぼ完成しており、査読中です。
 2026年3月には公開する予定です。
 公開方法は一般社団法人漁港漁場新技術研究会の
ホームページからダウンロードできるようにします。

・全60問以上へ大幅拡充。
・高水温対策からブルーカーボンまで、現場の『今』に応える実務Q&A集
・現場の疑問から生まれた、実務直結の技術資料
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【参考】
「漁港のカーボンニュートラルに貢献する藻場造成型構造物
の支援技術ガイド(仮称）」作成状況

出典；水産庁資料
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出典；藻場造成型漁港施設の整備ガイドライン

提案する要素技術の一例

出典；藻場造成型漁港施設の整備ガイドライン

各社の持つ要素技術の適用例を提案

要素技術シート
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守る、育てる、吸収する。未来の漁港は、『生物共生型』へ進化する。

・藻場造成型漁港施設に利用可能な40以上の技術を紹介
・漁港施設の藻場、岩礁性生物など多様な生態系を創出
・藻場造成型構造物の整備ガイドラインに準拠

漁港のカーボンニュートラルに貢献する藻場造成型構造物の支援技術ガイド（仮称）

2026年4月以降公開予定（公開方法は未決定）


